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（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２０／１０ 

〈２〉 

 
休

日
の

朝
、

新
聞

の
文

化
欄

を
見

て
い

る
と

、

「
自

宅
で

ラ
テ

ン
語

」
と

い
う

記
事

が
目

に
つ

い

た
。

首
都

圏
の

外
国

語
大

学
の

教
授

が
コ

ロ
ナ

禍

の
下

で
の

言
語

学
の

ゼ
ミ

の
様

子
に

つ
い

て
書

い

た
エ

ッ
セ

イ
で

、
最

後
は

ラ
テ

ン
語

の
学

習
に

つ

い
て

触
れ

て
終

わ
っ

て
い

た
。

 

 
ラ

テ
ン

語
は

古
代

ロ
ー

マ
の

国
語

で
、

中
世

か

ら
近

世
に

か
け

て
ロ

ー
マ

教
会

の
典

礼
語

と
な

り
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文

化
を

担
っ

た
言

語
で

あ
る

。
現

代

で
も

バ
チ

カ
ン

の
公

用
語

と
さ

れ
て

い
て

、
日

常

で
は

ほ
と

ん
ど

使
わ

れ
な

く
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

世
界

共
通

の
学

名
に

は
ラ

テ
ン

語
を

つ
け

て
公

表

す
る

な
ど

、
今

も
根

強
く

用
い

ら
れ

続
け

て
い

る
。
 

 
エ

ッ
セ

イ
で

は
、
「

ラ
テ

ン
語

を
勉

強
し

て
き

た

お
か

げ
で

、
新

し
く

学
ん

だ
ロ

シ
ア

語
の

勉
強

の

コ
ツ

が
わ

か
っ

た
」
と

い
う

学
生

の
例

を
引

い
て

、

コ
ロ

ナ
禍

の
今

、
ラ

テ
ン

語
で

あ
れ

ば
ど

こ
で

学

習
し

て
も

条
件

は
同

じ
、

ぜ
ひ

学
ん

で
ほ

し
い

、

秋
か

ら
自

分
の

ゼ
ミ

で
も

ラ
テ

ン
語

を
勉

強
す

る

こ
と

に
し

た
た

め
、

た
だ

い
ま

自
分

自
身

ラ
テ

ン

語
と

格
闘

中
だ

と
文

章
を

結
ん

で
い

た
。

 

 
ラ

テ
ン

語
と

い
え

ば
、

私
に

も
覚

え
が

あ
る

。

若
か

り
し

頃
の

話
で

あ
る

。
私

は
外

国
語

が
大

好

き
だ

っ
た

が
、

進
学

先
の

大
学

に
言

語
学

科
は

な

く
、

そ
の

た
め

手
当

た
り

次
第

と
い

う
感

じ
で

、

２
回

生
で

ギ
リ

シ
ャ

語
と

ラ
テ

ン
語

の
講

座
に

受

講
届

を
出

し
た

。
し

か
し

、

Δに

Θな
ど

と
い

っ

た
文

字
か

ら
学

ば
ね

ば
な

ら
な

い
ギ

リ
シ

ャ
語

は

教
科

書
を

買
っ

た
だ

け
で

早
々

に
脱

落
。

ラ
テ

ン

語
の

方
は

な
ん

と
か

続
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 
４

月
の

開
講

当
初

は

100人
入

れ
る

講
義

室
は

ほ

ぼ
満

杯
状

態
。

そ
れ

が
だ

ん
だ

ん
受

講
生

の
数

が

減
っ

て
き

て
、

そ
の

う
ち

20人
に

満
た

な
く

な
っ

た
。

講
義

は
５

時
限

目
で

、
午

後
５

時
か

ら
。

冬

に
な

る
と

、
開

始
時

に
は

も
う

と
っ

ぷ
り

日
が

暮

れ
て

い
る

。
あ

る
日

な
ど

、
受

講
生

は
私

と
も

う

１
人

だ
け

と
い

う
こ

と
も

あ
っ

た
。

 

 
予

習
も

復
習

も
な

し
で

授
業

に
出

て
、

た
だ

先

生
の

読
む

教
科

書
の

言
葉

を
聞

く
だ

け
。

そ
れ

で

も
毎

回
欠

か
さ

ず
講

義
に

通
っ

た
の

は
、

や
は

り

私
は

外
国

語
を

学
ぶ

の
が

好
き

だ
っ

た
の

だ
ろ

う
。
 

 
ラ

テ
ン

語
は

英
語

な
ん

か
よ

り
は

る
か

に
複

雑

で
、

名
詞

に
は

「
男

性
形

・
女

性
形

・
中

性
形

」

が
あ

り
、

各
々

最
大

で
７

種
類

の
「

格
変

化
」

を

持
つ

。
動

詞
に

は
４

つ
の

変
化

の
タ

イ
プ

が
あ

り
、

直
説

法
を

初
め

と
す

る
３

つ
の

法
と

、
６

つ
の

時

制
、

能
動

態
と

受
動

態
と

い
う

２
つ

の
態

、
３

つ

の
人

称
に

応
じ

て
活

用
す

る
。

…
…

と
ま

あ
、

大

ま
か

に
言

っ
て

も
目

が
回

る
ほ

ど
、

複
雑

な
変

化

を
学

ば
ね

ば
な

ら
な

い
。

一
方

日
常

に
使

う
「

生

き
た

言
葉

」
で

は
な

い
の

で
、

そ
れ

ら
の

変
化

を

頭
に

入
れ

れ
ば

、
意

外
と

悩
ま

さ
れ

ず
ラ

テ
ン

語

の
文

章
を

読
む

こ
と

が
で

き
る

の
か

も
し

れ
な

い
。
 

 
と

こ
ろ

で
、

２
回

生
と

先
に

書
い

た
が

、
実

は

私
は

１
年

休
学

し
て

３
年

目
の

大
学

生
活

だ
っ

た
。

家
で

は
弟

が
登

校
拒

否
か

ら
家

庭
内
暴
力

を
し

て

大
変

な
状
況

で
、

私
は

そ
れ

を
苦

に
病
み
半

年
間

休
学

。
復

学
後

は
大

学
の

近
く

に
下
宿

し
て

い
た

。

あ
る

日
台
風

の
接

近
で

大
学

が
休

校
に

な
っ

た
。

下
宿

に
い

て
も
他

に
す

る
こ

と
が

な
く

、
ラ

テ
ン

語
の

教
科

書
を

出
し

て
最

初
か

ら
読

ん
で

、
練

習

問
題

を
全
部

や
っ

て
み

た
。

ん
、

や
れ

ば
で

き
る

や
ん
？

 
半

日
つ

め
て

の
勉

強
で

自
信

が
つ

い
た

。
 

 
年
度
末

テ
ス
ト

の
前

に
は
巻
末

の
練

習
問
題

と

答
え

を
丸
暗

記
し

た
。「

生
き

た
言

葉
」
で

は
な

い

の
で

教
科

書
に

あ
る
問
題

が
そ

の
ま

ま
出

る
だ

ろ

う
と

の
読
み

が
、
大

当
た

り
。「
優

」
を

も
ら

う
こ

と

が
で

き
た

。
 

 
さ

て
、

ち
ょ

う
ど

そ
の

年
の

秋
、

テ
レ
ビ

で
「
機

動
戦
士
ガ

ン
ダ
ム

」
と

い
う

ア
ニ
メ

が
放
映

開
始

さ

れ
た

。
ロ
ボ

ッ
ト

ア
ク

シ
ョ

ン
と

共
に
主

人
公

の
社

会
的
成
長

を
物

語
の
主
軸

に
据

え
た

、
Ｔ
Ｖ

ア
ニ
メ

の
エ
ポ

ッ
ク
メ

ー
キ

ン
グ

な
作
品

だ
が

、
放
映

当
時

は
そ

ん
な

に
人
気

が
出

な
か

っ
た

ら
し

い
。

そ
の
番

組
を

、
一
緒

に
ラ

テ
ン

語
の

授
業

を
受

け
て

い
た

２

人
の

同
級

生
が

見
て

い
た

。「
ガ

ン
ダ
ム

の
時
間

と
重

な
る

の
で

、
授

業
に

出
れ

な
い

。
お
願

い
、
ノ

ー
ト

貸
し

て
！

」
ビ
デ
オ

な
ど

ま
だ

な
か

っ
た

時
代

だ
。

故
郷

を
離

れ
、

同
郷

の
数

人
で

一
軒

家
を
借

り
て

下

宿
し

て
い

る
と

い
う

２
人

か
ら

、
手

を
合

わ
せ

て
頼

ま
れ

、
「

い
い

よ
」

と
毎

回
ノ

ー
ト

を
貸

し
た

。
 

 
半

年
分

の
講

義
は

教
科

書
と
ノ

ー
ト

で
勉

強
し

て
、

彼
女

た
ち

は
テ
ス
ト

に
合

格
し

た
そ

う
だ

。
そ

の
後

出
身
地

に
戻

っ
て

教
師

に
な

っ
た

と
聞

い
て

い
る

。

国
語

や
英

語
の

授
業

を
し

な
が

ら
、「

先
生

も
ガ

ン
ダ

ム
の
フ
ァ

ン
な

の
よ

」
と

生
徒

た
ち

に
話

し
た

り
す

る
の

だ
ろ

う
か

。
そ

ん
な
彼

女
た

ち
も

そ
ろ

そ
ろ
定

年
を
迎

え
る

頃
だ

。
 

 
が

ら
ん

と
し

た
講

義
室

の
外

は
真

っ
暗
闇

。
薄

い

茶
色

の
教

科
書

を
淡

々
と

読
む

先
生

の
言

葉
を

聞
き

な
が

ら
、
寒

い
と

も
夜

の
帰

り
道

が
怖

い
と

も
感

じ

な
か

っ
た

な
ぁ

と
思

い
出

す
。

 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）
 

パ
ー

ト
勤

務
の

主
婦

。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。
 

〝
放

課
後

ク
ラ

ブ
『

チ
ャ

レ
ン

ジ
・

キ
ッ

ズ
』

〟

代
表

 

h
ttp

s://am
eb

lo
.jp

/ch
allen

g
ek

id
s8

1
5
7
3
/ 

言いたい放題！ アッキー28 号（43）     ラテン語とガンダム 



（私の「福島帰省」報告）      ＬＩＰ ２０２０／１０ 

〈３〉 

「Ｓおじちゃん宅のスイカ、食ってみろ。うんと甘い

んだがら」 

 自信満々に弟は私の娘の前にスイカを差し出した。 

 Ｓおじさんは、⺟の弟で、福島県二本松市内にある

自宅の田畑で家族が食するだけの米や野菜を作ってい

る。 

 ⺟との交流が深かったＳおじさんは、⺟亡き後も福

島市の弟家族のもとを訪れ、米や野菜のお裾分けをし

てくれている。 

 

 2011 年３月、東日本大震災に伴い、未曾有の原発事

故が発生した。それにより、大量の放射性物質が広範

囲に拡散された。大

気中に放出された放

射性物質は、やがて

土中に落ち、土壌を

汚染した。 

 Ｓおじさんの住む福島県二本松市は、事故のあった

原発から約６０キロ。 

 そのため、避難指示はなかったものの、記録に残る

放射線量は、2011 年３月18 日で毎時8.7μSv（通常

の約22 倍）だった。 

 

 獨協医科大学准教授である木村真三氏は、「福島で流

通している食材は、万全な検査体制を通していて安全

だが、測定していない家庭菜園のものは危険だ。2013

年4〜5 月の内部被曝の測定値が急に上がったが、それ

は山菜による影響。小学生の被曝データにも同様な悪

化が見られる。時がたつと危機意識が薄れてしまう」

と警鐘を鳴らしていた。 

 

 つまり、Ｓおじさんのように、流通を目的としない

家庭菜園の食材は検査をしない（検査には下限値もあ

り、検査すればよいとも思わないが）。ゆえに、その安

全性は担保されていないのだ。 

 しかし、国が避難指示を出していないのだから、「お

役人さまが大丈夫だ」と言っているのだから、避難指

示の出なかった土地は危険ではなく、また９年も経過

しているのだから、そこで作る食材はもう危険ではな

いという考えが弟家族の周りで蔓延している。 

 そこに私が声高に異議を唱えても、何の肩書も持た

ない普通の働く主婦の言葉は信用を得ず、ただただ「神

経質な姪」「神経質な姉」という言葉で片付けられ、そ

の場の雰囲気が悪くなるだけなのだ。 

 

 2018 年に福島市在住のママ友が肺がんで亡くなっ

た。 

 2019年には福島市在住の父が心不全で亡くなった。 

 そして 2020 年、福島市から京都へ避難し、福島市

へ帰還したママ友が胃がんで亡くなった。 

 

 私は福島の原発事故時、その福島市に居住していた。 

原発事故後、福島市の放射線量はぐんぐん上がり、記

録に残る最高値は毎時24.24μSv（通常の600 倍）だ

った。 

 そんな中、電気ガス水道のライフラインすべてが止
まったため、私はいつになく外出をした。結果、私は

毎日夕方になると腹痛の伴わない下痢をしていた。そ

れは大阪への避難と同時にぱったりと消えたものだっ

た。 

 一度に大量の被

ばくをした場合、血
液障害(白血球の減

少など)、消化管障害（嘔吐、下痢）などの急性放射線

症になる場合があると言われる。ゆえに、私の下痢が

被ばくの影響でないと誰が言えようか。 

 

 7⽉末に判決が下された広島の原爆による「⿊い⾬」

裁判。 

 それは「⿊い⾬」が付着した物に接するなどの外部

被ばくに加え、放射性微粒⼦を含む「⿊い⾬」が混⼊

した井⼾⽔などを飲用したり、「⿊い⾬」が付着した⾷

物を摂取するなどの内部被ばくを想定できるとした判
決だった。 

 福島の食材はおいしい。みずみずしく、甘く、艶や

かだ。しかし、あの原発事故により、食材の購入判断
は、「おいしさ」よりも「安全性」へとスライドした。 

 

 福島の原発事故から丸９年。 

 

 避難元の家の前は0.13μSvを表示し、そこから500

ｍの団地のモニタリングポストは 0.116μSv を表示。

また、福島駅前のモニタリングポストは0.129μSv を

表示し、そこから100ｍの石段とさらに50ｍ先にある

ベンチもまた0.26μSv を表示。 

 おいしい食材、美しい山並みを見るにつけ、悔しく

て悔しくて胸が詰まる。 

 事故の究明や謝罪・適切な賠償もないうえに、十分

な対策や反省もない中、再稼働など絶対に有り得ない

と改めて思う。             以上 

私の「福島帰省」報告 

★福島から関⻄への区域外避難者・原発賠償関⻄

訴訟原告 K さんの帰省報告です。少しでもたく

さんの人に読んでほしくて、了解を得て掲載させ

ていただきました。     （ＬＩＰ編集局） 



（うたかた話）            ＬＩＰ ２０２０／１０ 

〈４〉 

 今回から又「今昔物語」に戻りたいと思います。 

 何故今になって「今昔物語」に戻るのかと云わ

れると思いますが、「徒然草」は兼行が思いつく儘

に書いていますので、一段一段の話の間に関連性

がなく纏めるのに苦労します。 

 そこで一段一段が独立の話になっています「今

昔物語」の方がこれから書いていく上で書きやす

い様に思います。以前にも書きましたが、芥川龍

之介も今昔物語から多くの題材を使って居ります。

「羅生門」の書き出しの羅生門の上で死人の髪の

毛を取っているお話しは巻二十九に書かれている

第十八番のお話しです。 

 

 巻十一に〝聖徳太子、

此朝にして、初めて仏法

を弘めたる語 第一〟 

 是は岩波文庫本の〝今

昔物語集 本朝編 上〟

に掲載されているお話で

す。上記の聖徳太子のお話しは太子の出生から書

かれています。太子が用明天皇の子供であり、夫

人の穴穂部の真人の娘が救世の菩薩が体内に入る

夢を見て身ごもられた事になっています。その状

態を今昔物語集は『「我は救世の菩薩也。家は西に

あり」と云われて（中略）踊りて口の中に入る夢

を見て目が覚めました。その結果懐妊され、用明

天皇の兄敏達天皇が天皇に成られた年の正月一日

夫人が宮の内を巡り行て、厩のもとにいたるほど

に太子生まれ給えリ。人来て、太子を懐て寝殿に

入る』と書かれています。 

 

 その後太子の色々な逸話が書かれていますが、

かの有名な太子像にもある、右手で天上を指し、

左手で地球を指して言われた「天上天下唯我独尊」

の逸話は書かれていません 

 

 色々な逸話の中で、その第一は六歳の時に月の

内で六斎日（八日、十四日、十五日、二十三日、

二十九日、三十日）の六日を六斎日として、その

日には殺生を禁止される等、政にも口を出されま

した。 

 

 その後八歳の時に大臣蘇我馬子の宿祢が家の東

に寺を建て、塔を建てようとされました。その時

太子は「塔を建てれば必ず仏の舎利を籠め奉るな

り」と称されて舎利一粒を瑠璃の壺にいれて塔の

心柱の下に埋められました。 

 国の中に病が流行りました時に、大連物部弓削

の守屋と中臣の勝海と云う二人が奏して曰く〝我

が国は元より神をのみ貴び崇む、然るに近頃蘇我

大臣仏法という物を発して行う是に依りて国の内

に病起こりて民皆死すべし〟と唱えました。それ

を唱えた排仏派である物部一族と太子や蘇我氏の

三宝を敬う太子らの間で戦いが始まりました。始

めは太子の率いる一派が不利でした。そこで太子

は舎人の秦の川勝に命じて四天王を刻みて、髪に

挿して戦われました。そうすれば守屋は矢に当た

って倒れるなど有って戦に勝つ事が出来ました。

戦いに勝たれてから、太子は玉造の岸の上に初め

て四天王寺を建立されまし

た。 

 是が仏教の始まりです。

この辺りの事は今昔物語に

詳しく書かれています。 

 

 その他太子が作られたお

寺は上記の四天王寺を始めとして法隆寺（斑鳩寺）

斑鳩寺、中宮寺、橘寺、広隆寺等数多くあります。

その外野中寺など数えれば限りが有りません。 

 

 その後日本書紀などに依れば推古天皇の時代は

時の政治を殆ど太子が見られ、〝第一条……和を

持って尊しとする〟で始まる十七条の憲法、冠位

十二階の設定など日本の政治の形を作られました。 

 小野妹子に始まる遣隋使もそうですし、当時の

隋の皇帝を怒らせた「日出所の天子 書を日没す

る所の天子に致す、恙なきや」の文章を作ったの

も聖徳太子です。此は当時の隋の皇帝は非常に怒

りましたが、そういう外交にも長けた人でした。

此遣隋使に始まってそれが遣唐使となり最澄、空

海を生んだ仏教の歴史の始まりです。菅原道真が

中止を唱えるまでずっと遣唐使が続き、中国との

関係が続けられました。 

 

 この様に日本人の人口に膾炙された聖徳太子は、

その存在は別として歴史を賑わした誰でも知って

いる歴史上の方だと思います。又次も今昔物語か

ら拾い上げていきたいと思います。 

 今月も〝Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ〟と岩波文庫の 

〝今昔物語集〟のお世話になりました。 

                ├ 小田川徳男  



（自転車の旅）           ＬＩＰ ２０２０／１０ 

〈５〉 

４日目 特攻隊員に思いをはせた知覧町 
 午前８時に釣り宿を出発したが、昨夜の釣り人たち

は早朝に出かけたとの事で、「大阪までの旅を楽しんで

ください」との伝言が添えられており、宿の主人に丁

重にお礼を言って釣りの皆さんには「大漁を祈ってま

す」と書置きして宿を後にした。天気も回復して爽快

な気分で知覧町に向かう。川辺町の途中からＲ２２５

号線に変更し知覧町を目指す。金江湾を遠望しながら

南下し両添町を走り抜けて知覧町の歴史館に到着した。

歴史館・知覧武家屋敷・特攻平和観音堂（旧知覧飛行

場）等々を訪ねた後

に小休止して、川辺

町に戻って加世田市

からＲ２１０号線に

変更し北上する。金

峰町・吹上町・日吉

町を走り抜けて串木野市に到着した。午後１時過ぎに

昼食を済ませてからＲ３号線に出る。川内市・阿久根

市・出水市・水俣市・津名町・葦北町・田浦町を走り

抜けて午後７時に八代市に到着してビジネスホテルへ

投宿。走行距離２１１ｋｍ 

 本日のメインテーマは『知覧町での回想』 

『知覧町の戦争歴史館は数年前にも訪れたが、その折

は特攻隊員に慕われていたお⺟さんが案内され、特攻

に飛び立った若者たちの生活状況や遺書に至るまで詳

しく語られ、畏敬の念に呆然と佇みました。今回はお

⺟さんの姿はなく【お⽗さん、お⺟さん、先⽴つ者の

不孝をお許し下さい】と遺稿の前で合掌し黙祷しまし

たが、無念さと悲しみが交差して涙が止まりませんで

した。かたや、若者たちのグループが添乗員に案内さ

れて遺稿の前でＶサインや両手を頭上に挙げてのポー

ズで騒々しい雰囲気を漂わせているのを間近に見て、

驚くよりも次元の格差に恐れおののきました。彼らに

は畏敬の念はないのか？ 日本の平和は誰が築いたの

かと叫びたい衝動に駆られましたが、若者たちに問い

かける勇気を持ち合わせていなかった。なぜあの時に

と思い出す度に自責の念に駆られる』 

５日目 西南戦争の歴史を辿って 
 午前８時３０分ビジネスホテルを出発しＲ３号線に

出て北上するが晴天が続き日差しがきつい。宮原町・

小川町・富合町・近見町を走り抜けて熊本市に到着。

１時間ほど城内（細川家廊所・仏舎利塔）を散策して

から植木町の田原坂を目指して走る。植木町からＲ２

０８号線に変更して⽥原坂の⻄安寺まで⾜をのばして

⻄南戦争の歴史を辿ってみた。史跡からは戦場の趣は

感じ取れないが周囲の立地条件を介して見ると、田原

坂での攻防の激しさは容易に想像がつく。また、⻄安

寺の住職が語られた講話にも戦いの激しさが伺われ貴

重な体験で、右手に血刀、左手には手綱の勇壮が想起

できる。自転車をＲ３号線へ戻し山鹿市・八女市を走

り抜けて午後５時に鳥栖市へ到着。ＪＲ駅前の旅館に

投宿したが、少々疲れ気味のようだ。走行距離１５８

ｋｍ 

 本⽇のメインテーマは『⻄南戦争の史跡を辿る』 

『⻄南戦争は（征韓論政変）が発端で、１８７３年（明

治６）に起きた⻄郷隆盛の朝鮮遣使への賛否をめぐる

政変で⻄郷隆盛・板垣退助・江藤新平らは遣使を主張

したが、岩倉具視・⼤久保利通・⽊⼾孝允らは朝鮮と

の戦争につながるとして内治優先の立場からこれに反

対を唱えた。結局、前者の意⾒が敗れ⻄郷らは下野し

政府は分裂して明

治６年の政変とな

った。その後、⻄郷

は鹿児島に戻って

道州制を説き、私学

を設立して３千名

の私学⼠が参集した。１８７７年（明治１０）⻄郷ら

の反乱で蜂起した。明治政府に対する不平士族の最大

かつ最後の反乱で、⻄郷隆盛は征韓論に敗れて官職を

辞して設立した私学の学士が中心となって２月に挙兵

したが、熊本城を攻略する前に政府軍の反撃にあって

敗退した。９⽉に⻄郷隆盛が⾃刃して終結したのが⻄

南の役の概略であるが、⻄郷隆盛軍は２千名の義勇軍

を含む５千名の組織化された軍隊で、政府軍は最終的

に８万の兵士が投入され一進一退の戦いが繰り広げら

れたという』 

６日目 
 午前８時に駅前の旅館を出発した。天気も快晴で最

終日に相応しい旅になりそうだ。Ｒ３号線を北九州に

向けて走り小郡市・筑紫野市・太宰府市を走り抜けて

博多区に入る。中央区・東区・新宮町・宗像市で昼食

を済ませてから暫く休憩をとる。遠賀町・水巻町から

⼾畑区・⼩東区を抜けて午後３時に新⾨司港へ到着。

５時からの乗船まで時間があるので、港内の売店で休

みながら６日間の旅を振り返る。一息ついたところで

自転車の点検と注油をしながら解体した自転車をキャ

リーバッグに納めて乗船窓口に向かう。走行距離１４

８ｋｍ 

 エンペラー６日間の旅ありがとう‼  ６日間の走

行距離１０２８ｋｍ 

 午後６時に乗船し船上の旅人となるが、入浴後の一

杯が楽しみだ♪ 

本日のメインテーマは『６日間に渉る自転車の旅・回

想』 

『国東半島の風光明媚・門川町での交流、５１年間の

お礼・鹿児島市、釣り宿での交流会、知覧町での畏敬

の念と若者たちの歴史観、熊本城、田原坂の戦績』九

州の田園風景は旅の疲れを忘れさせるほどの風光明媚

で、数々の想い出を綴るサイクリングの旅でした。 

２０２０年８月吉日 さんくろう 
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（イベント情報）           ＬＩＰ ２０２０／１０ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ 無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ ＊＊＊ 
10/28（水）10:30～ バザー     枚方市役所本館北側 

10/20（火）10:30～ 廃油回収 牧野生涯学習市民センター前 

お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちして

おります＾  ^

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 

        TEL 072-848-0508 

ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

【 パソコンを修理して使おう 】 
■日時 あなたと弊会で相談 
■会場 弊会所在地 宮之阪1-16-4 
■主催および連絡先 居場所大学校(社協助成にて運営) 
  NPOエンパワセツルメント 担当たけたに 
  info＠jp-hitori.net / 070-5653-6124 
■参加費用 無料 
古いパソコンを一緒に修理して、インターネットに繋がる手段を得
ませんか。機種はASUS/EeePC/1003HAGとEmacines/D620、
OSは無償で使えるLinux(Debian又はPuppy)を予定。もし直
ったら、前者パソコン差し上げます。いちから一緒にやります、不
安ナッシング。弊会では他のパソコンやWIFI使い放題です。 

枚方自閉症児（者）親の会 
お母さん、一人で悩んでいませんか？ 障害があってもなくても、
みんなと一緒に成長していきましょう。 
おじいちゃん、おばあちゃんも歓迎です。 
■１０月例会 １０月５日（月） 10時～12時 
※場所はいずれも、ラポールひらかた４階共用ルーム 
※連絡先  松崎 072-845-3014  春名 072-397-0053 

「１回限りのフリーペーパー展」参加者募集 
いままでフリーペーパーを作ったことがないみなさん！ 
フリーペーパー作ってみませんか？ 
みなさんや取り組んでることや、関心あることをフリーペーパーに
していただき、交流する展覧会です（既存のフリーペーパーもご参
加ください）。 
地域に点在しているさまざまな「人」や「コト」を発見しましょう。 
◆開催：2020/12/1（火）～2021/1/16（土） 
◆会場：カフェカジョ（枚方市西禁野） 
◆参加費：800円（ドリンク券１枚付） 
◆主催：１回限りのフリーペーパー展実行委員会 
詳細はメールで問合せください：fpaper.mari＠gmail.com 
◆申込締切：2020/11/30 
◆サイズ：Ａ４またはＢ４（片面または両面） 

いまだから読んでほしい 

枚方市在住 鶴島昭雄さんの戦争体験 

少年期は戦争中だった 
 

Ａ５サイズ １０４ページ 手製本 

￥８００（送料＋￥１８０） 

※注文生産なので発注から納品まで１週間必要です 

極少出版 とれぶ出版部 

連絡先 books＠love-dugong.net 

070-5653-6913（18 時以降） 

【 心理カウンセラー養成講座 】～ 体験講座 ＆ 説明会 ～ 
◆内容：対人関係など心理学を中心とした心の働きを学習します。 
◆日時：10月23日（金）10：30～12：00 
    10月28日（水）10：30～12：00 
    10月28日（水）19：00～20：30 
◆場所：ラポールひらかた  ◆定員：15名  ◆参加費：無料 
◆申込・問合先：ＮＰＯ法人京阪総合カウンセリング 
 ＴＥＬ  072-814-7140  メール  jimu＠npo-ksc.net 
 http://www.npo-ksc.net 

８月３０日(日）の〝「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会〟
の総会と学習会をコロナ禍の折、急遽、ZOOMを基本にした形で行
いました。戸惑われた方々 には、誠に申し訳なく思います。それで
も、８０名を超える参加者があり、課題を残しつつも、無事に終え
ることができました。ありがとうございます。 
総会では、北河内連絡会の代表が白井さやかさんから吉田侑加さん
にバトンタッチされました。 
そこで、次回の北河内連絡会の定例会を行います。 
皆さま、お誘いあわせの上、奮ってご参加をお願いいたします。 

北河内連絡会 １０月 定例会 について 
◎日時：１０月２５日（日曜日） 午後１：３０～５：００ 
◎場所：ラポ―ル ひらかた ３階 研修室１ 
    定員５０名ですが、コロナの関係で、２５名です。 
 今回は、通常通り、顔を見ながら話しあえるやり方でしたいと思
います。コロナ対策に充分配慮して定例会を行いたいと思います。 
◎課題：①最近の子ども達と学校生活の課題 
    ②２０２１年の受験に向けての諸課題 
    ③「医療的ケア」のいる子どもたちの通学と学校生活、卒
業後の生活  
    ④総会、学習会の反省と課題 
    ⑤その他・・・自由に、何でも。 
◎連絡先 松森 090-1960-3469 関山 090-2599-6162 
◎主催 「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会 
◎共催  寝屋川市の義務教育における医療的ケアを考える会 
◎参加費 会場費（１家族１００円） 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 183 号 今号の発行部数 800 部］ 

次号（１１月号）は、１０月２５日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550]  
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814]  
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 
☆ NPO法人 枚方人権まちづくり協会[枚方市岡東町12-1-502 072-844-8788] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市郡津4-31-6 072-893-0020] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

12,021 前号から繰り越し 

2,800 広告代 

3,500 寄付 

▼840 郵送代 

▼220 ゆうちょ手数料 

▼500 ９月ロッカー代 

▼4,320 ９月号印刷代 

12,441 計（次号へ繰り越し） 

応援ありがとうございます♪ 

団京子さん 豊高明枝さん 

◆最近、中古パソコンを鍛え直して現役復帰さ
せることにハマってます。今年はじめに
Windows7のサポートが打ち切られ、そのまま
引退・死蔵されているパソコンが多数あると思
われます。それをWindows10にし、さらにハ
ードディスクを、安くなってきているＳＳＤに
変更すると、けっこう快適に使えます。 
現役復帰させることができると、「おまえもま
だまだ働けるぞ」と思えて満足度が高いです。 

（ｗ） 
 

◆ＬＩＰは、市民が書き、市民が読む地域密着
型情報紙です。あなたも紙面に登場してみませ
んか？ 

  ファミリー子育て何でもダイヤル 
 تجؠؓ٭ٛن    
 עגױ        
          嬐ꅸ寊剅傽 10:3020:00֐) 
鞋כֽ־ ֿ׽׬׶׊ גַ׊ յ需ֿ גַ׊ םִ יַז䘼כ  ☭׾
 ־؆׎ױ׊׊需ֽך괎需 ׵כ׆׾ַך؆䜪؆؀ה׵
 ⻏⯼յ⛿䨾לם⶟⻏׌ךַַיׂם׼▗⻏ ׌ך 
 ׌ך괎需׾׿⮗׵ךחյַע׀כַג׽⮗ 
 璓㶔ע㴕׌ױ׽ 
(公社）子ども情報研究センター http://www.kojoken.jp 


